
　
　
　

擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
の
特
質
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語
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と
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較
に
よ
る�
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靖　

史　
　

一　

研
究
の
目
的

　

擬
古
物
語
と
は
、『
源
氏
物
語
』
や
『
狭
衣
物
語
』
を
模
し
て
作
ら
れ
た
、

鎌
倉
時
代
以
後
成
立
の
物
語
の
一
群
を
い
う
。
擬
古
物
語
の
一
群
を
文
体
や
内

容
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
き
、
内
容
的
に
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
平
安
時
代

の
和
文
を
踏
襲
し
て
お
り
、
中
世
成
立
の
物
語
ら
し
さ
を
み
る
こ
と
は
難
し
い

と
さ
れ
る
。
一
方
、
語
彙
や
文
法
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
、
平
安

時
代
の
和
文
を
踏
襲
し
て
い
な
い
と
い
う
面
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
齊
藤

（
一
九
九
七
）
が
、
下
二
段
「
た
ま
ふ
」
と
四
段
「
た
ま
ふ
」
の
混
乱
に
つ
い

て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
言
語
事
象
に
よ
っ
て
は
、『
源
氏
物
語
』
と
は
異
な

る
事
象
が
存
す
る
。１　
齊
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
た
「
模
倣
は
単
な
る
出
発
点
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
擬
古
物
語
文
体
の
中
に
は
、
模
倣
で
あ
る
部
分
と
模
倣
で
は
な

い
部
分
と
の
隙
間
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
こ
は
、
そ
の
時
代
を
生
に
写
す
部
分

で
あ
ろ
う
。
過
去
の
事
象
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
新
し
い
事
象
に
も
、

擬
古
物
語
で
あ
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
文
法
史
と

し
て
の
側
面
、
変
遷
過
程
、
語
史
と
し
て
の
研
究
対
象
の
価
値
が
あ
る
。」
と

い
う
点
は
、
本
稿
の
筆
者
も
首
肯
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
漢
語
動
詞
を
対
象
に
し
て
、
語
彙
的
、
文
法
的
観
点

か
ら
、『
源
氏
物
語
』
と
擬
古
物
語
を
比
較
し
、
い
わ
ゆ
る
和
文
脈
の
な
か
で
、

何
ら
か
の
変
化
が
見
い
だ
せ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
、

擬
古
物
語
と
呼
ば
れ
る
限
ら
れ
た
作
品
群
で
は
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
漢
語
動

詞
の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

使
用
数
や
意
味
か
ら
み
た
『
源
氏
物
語
』
と
擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
比
較

二

－

一　

一
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て

　

ま
ず
、『
源
氏
物
語
』（
以
下
、『
源
氏
物
語
』
を
『
源
氏
』
と
表
記
す
る
）

の
一
字
の
漢
字
漢
語
の
語
幹
２

か
ら
成
る
漢
語
動
詞
（
以
下
、
一
字
漢
語
動
詞

と
表
記
す
る
）
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
出
現
数
を
表
１
に
示
す
。『
源
氏
』

に
は
、
36
種
類
の
一
字
漢
語
動
詞
が
認
め
ら
れ
、
具
体
的
な
使
用
語
は
表
１
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
擬
古
物
語
の
一
字
漢
語
動
詞
の
種
類
と
使
用
数
を
表

２
に
示
す
。
擬
古
物
語
に
は
、
25
種
類
の
一
字
漢
語
動
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
。

作
品
の
分
量
や
内
容
が
異
な
る
の
で
、
数
値
だ
け
で
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
一
字
漢
語
動
詞
は
、『
源
氏
』
の
ほ
う
が
、
多
く
の
種
類
の
漢

語
動
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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表
１　
『
源
氏
』
に
使
用
さ
れ
た
一
字
漢
語
動
詞
３

用 要 孝 調 念
1 1 3 15 67
論 勘 辞 制 奏
1 1 3 12 60
和 感 拝 請 誦
1 1 3 8 48
死 秘 信 具
１ 3 7 36
動 弄 臆 怨
１ ３ 6 34
難 封 興 屈
１ ３ 4 25
褙 練 困 領
１ ２ 4 24
服 先 講 啓
１ ２ 3 15

表
２　

擬
古
物
語
に
使
用
さ
れ
た
一
字
漢
語
動
詞
４

困 愛 封 具
1 1 4 58
臆 案 念
1 3 38
観 損 奏
1 3 36
信 調 誦
1 3 13
死 制 啓
1 2 11
辞 領 怨
1 2 7
拝 修 屈
1 2 6
変 詠 興
1 2 5

　
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
一
字
漢
語
動
詞
の
使
用
語
を
比
べ
る
と
、『
源
氏
』

の
出
現
数
が
上
位
10
位
以
内
の
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
擬
古
物
語

で
上
位
10
位
ま
で
に
出
現
す
る
語
は
「
具
す
」「
念
ず
」「
奏
す
」「
誦
す
」「
啓

す
」「
怨
ず
」「
屈
す
」
の
７
語
が
あ
り
、
両
方
に
共
通
し
て
使
わ
れ
る
語
が
ほ

ぼ
一
致
す
る
。『
源
氏
』
７
位
の
「
領
ず
」
が
擬
古
物
語
で
13
位
に
な
り
、
９

位
の
「
調
す
」
が
擬
古
物
語
で
12
位
、
10
位
の
「
制
す
」
が
擬
古
物
語
で
13
位

と
な
る
が
、
こ
の
順
位
の
違
い
は
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
と
の
間
で
、
話
の
内

容
が
異
な
る
た
め
に
生
じ
た
違
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
擬
古
文
で
８
位
の
「
興

す
」
が
『
源
氏
』
で
14
位
と
な
る
の
も
、
話
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
で

あ
ろ
う
。
擬
古
文
で
９
位
の
「
封
す
」
が
『
源
氏
』
で
22
位
に
な
っ
て
い
る
の

は
、「
封
す
」
の
使
用
数
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
』
が
３
例
、
擬
古
物
語
が
４
例

で
あ
り
、
や
や
順
位
に
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
使
用
数
に
大
き
な
違
い
は
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
封
す
」
も
、
内
容
の
違
い
に
よ
り
、
両
者
の
順
位
の

差
が
生
じ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
擬
古
文
で
10
位
の
「
案
ず
」
が
、『
源

氏
』
に
使
用
数
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
が
定
か
で
は
な
い
が
、

「
案
ず
」
が
『
竹
取
物
語
』５
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
使
用
数
の
違

い
も
、
話
の
内
容
の
違
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、『
源
氏
』
に
出
現
し
て
擬
古
物
語
に
出
現
し
な
い
語
と
し
て
は
、「
請

ず
」「
講
ず
」「
孝
す
」「
秘
す
」「
弄
す
」「
練
ず
」「
先
ず
」「
要
す
」「
勘
ず
」「
感
ず
」

「
動
ず
」「
難
ず
」「
褙
す
」「
服
す
」「
用
す
」「
論
ず
」「
和
す
」「
按
ず
」
が
あ
る
。

「
請
ず
」
の
出
現
数
が
『
源
氏
』
に
８
例
あ
る
の
を
除
く
と
他
の
語
は
使
用
数

が
４
例
以
下
で
あ
り
、
使
用
数
が
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
も
と
も
と
使
用

さ
れ
る
場
面
が
少
な
い
こ
と
が
、
擬
古
物
語
に
使
用
例
が
無
い
理
由
か
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、「
請
ず
」
が
、『
源
氏
』
で
比
較
的
使
用
数
が
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
擬
古
物
語
に
使
用
数
が
認
め
ら
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
も
、「
請
ず
」

の
意
味
で
あ
る
「
僧
侶
を
招
く
」
と
い
う
場
面
が
擬
古
物
語
に
お
い
て
少
な
い

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、『
源
氏
』
に
出
現
せ
ず
、
擬
古
物
語
に
出
現
す
る
語
と
し
て
は
、「
案

ず
」「
損
ず
」「
修
す
」「
詠
ず
」「
愛
す
」「
観
ず
」「
変
ず
」
が
あ
る
が
、
み
な
、

使
用
数
が
４
例
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
『
源
氏
』
で
使
用
さ
れ
ず
、
擬

古
物
語
で
使
用
さ
れ
る
の
も
、
話
の
内
容
の
違
い
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』６
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
語

の
初
出
例
を
確
か
め
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。「
案
ず
」「
損
ず
」「
修
す
」
は
、

い
ず
れ
も
『
源
氏
』
の
成
立
時
に
は
、
他
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、「
詠

ず
」「
愛
す
」「
観
ず
」「
変
ず
」
に
つ
い
て
は
、
初
出
例
が
『
源
氏
』
以
後
の

作
品
で
あ
る
。
初
出
例
が
『
源
氏
』
以
後
の
作
品
で
あ
る
語
に
つ
い
て
は
、『
源

氏
』
以
後
に
成
立
し
た
語
が
、
擬
古
物
語
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。「
詠
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ず
」「
愛
す
」「
観
ず
」「
変
ず
」
は
、
い
ず
れ
も
仏
教
語
と
し
て
の
性
質
を
有

す
る
語
で
あ
り
、
擬
古
物
語
で
は
、
そ
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
語
を
取
り
入

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

［
日
本
国
語
大
辞
典
に
基
づ
く
初
出
作
品
］

　
　

�「
案
ず
」：
竹
取
物
語
／
「
損
ず
」：
観
智
院
本
三
宝
絵
詞
／
「
修
す
」：
観

智
院
本
三
宝
絵
詞
／「
詠
す
」：
今
鏡
／「
愛
す
」：
堤
中
納
言
物
語
／「
観

ず
」：
延
慶
本
平
家
物
語
／「
変
ず
」：
浜
松
中
納
言
物
語

二

－

二　

二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て

　

次
に
二
字
以
上
の
語
幹
か
ら
成
る
漢
語
動
詞
（
以
下
、
二
字
漢
語
動
詞
と
表

記
す
る
）
に
つ
い
て
、『
源
氏
』
で
使
用
さ
れ
た
語
と
、
そ
の
使
用
数
を
表
３

に
示
し
、
擬
古
物
語
で
使
用
さ
れ
た
二
字
漢
語
動
詞
を
表
４
に
示
す
。
な
お
、

表
３
の
「
正
三
位
」
に
つ
い
て
は
、
三
字
漢
語
動
詞
で
あ
る
が
、
三
字
以
上
の

語
幹
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
は
こ
の
一
語
だ
け
な
の
で
表
に
加
え
た
。

　

表
３
と
表
４
を
比
べ
る
と
、
ま
ず
、
使
用
さ
れ
る
語
の
種
類
に
つ
い
て
は
、

表
３
が
37
語
で
、
表
４
が
38
語
で
大
き
な
違
い
は
な
い
と
い
え
る
。
次
に
『
源

氏
』
と
擬
古
物
語
間
の
語
の
出
入
り
に
つ
い
て
確
認
す
る
。『
源
氏
』
と
擬
古

物
語
で
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
語
は
25
語
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、『
源
氏
』
で

９
例
以
上
の
使
用
数
が
あ
る
８
語
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
て
擬
古
物
語
で
も
使

わ
れ
て
い
る
。
特
に
上
位
３
語
の
「
御
覧
ず
（
源
氏
１
位
・
擬
古
１
位
）」「
対

面
す
（
源
氏
２
位
・
擬
古
２
位
）」「
用
意
す
（
源
氏
３
位
・
擬
古
３
位
）」
は

使
用
数
の
順
位
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語

の
間
で
、
使
用
さ
れ
る
二
字
漢
語
動
詞
の
種
類
と
使
用
数
に
大
き
な
違
い
は
無

い
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
、『
源
氏
』
に
し
か
使
わ
れ
な
い
語
や
擬
古
物
語
に

し
か
使
わ
れ
な
い
語
が
あ
る
の
は
、
両
者
の
内
容
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
で
あ
ろ
う
。

表
３　
『
源
氏
』
で
使
用
さ
れ
た
二
字
漢
語
動
詞

正
三
位

徘
徊
元
服
唱
歌
殿
上
誦
経
御
覧

1 1 2 3 5 9 254
勘
事
参
座
出
家
念
誦
加
持
対
面

1 2 2 5 9 68
行
道
勘
当
修
理
経
営
卑
下
用
意

1 1 3 3 8 14
学
問
施
入
変
化
懈
怠
案
内
化
粧

1 1 2 3 7 14
逍
遥
処
分
精
進
加
階
装
束
供
養

1 1 2 3 7 13
懸
想
喧
噪
見
証
舞
踏
追
従
消
息

1 1 2 3 6 12

　

こ
こ
で
、
擬
古
物
語
の
方
に
だ
け
使
用
さ
れ
る
語
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語

大
辞
典　

第
二
版
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
初
出
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【
初
出
例
が
『
源
氏
』
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
早
い
語
】

　

�「
沙
汰
」（
続
日
本
紀　

七
八
六
年
）／「
下
向
」（
小
右
記　

一
〇
〇
三
年
）／

「
関
白
」（
政
治
要
略　

一
〇
〇
二
年
頃
）／「
作
文
」（
九
暦　

九
〇
九
年
）／

「
修
行
」（
万
葉
集　

八
世
紀
後
半
）

【
初
出
例
が
『
源
氏
』
よ
り
遅
い
語
】

　
�「

祈
念
」（
百
座
法
談　

一
一
一
〇
年
）／「
介
錯
」（
吾
妻
鑑　

一
一
八
八
年
）

／「
生
産
」（
江
談
抄　

一
一
一
一
年
頃
）

　

こ
の
よ
う
に
、
使
用
例
が
『
源
氏
』
に
な
く
、
擬
古
物
語
に
あ
る
二
字
漢

語
動
詞
の
８
語
う
ち
、
５
語
は
、『
源
氏
』
と
成
立
時
期
が
同
じ
か
そ
れ
よ
り

も
早
い
作
品
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、『
源
氏
』
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、
同
時

代
に
は
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、『
源
氏
』
に
は
使
用
さ
れ
る
場
面
が
な
い
と

い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
祈
念
」「
介
錯
」「
生
産
」
は
、『
日
本
国
語
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大
辞
典　

第
二
版
』
に
よ
れ
ば
、『
源
氏
』
よ
り
成
立
が
遅
い
作
品
に
見
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
７

に
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち

「
祈
念
」
は
、「
貞
信
公
記
」
に
あ
り
、「
生
産
」
も
「
貞
信
公
記
」
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
二
語
は
、『
源
氏
』
よ
り
も
早
く
、
真
名
日
記
で
は
使
わ
れ
て
い
た
語

で
あ
る
。
た
だ
し
、「
介
錯
」
は
、「
吾
妻
鑑
」
が
初
出
例
の
よ
う
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、「
介
錯
」
は
、『
源
氏
』
以
後
に
成
立
し
た
語
の
可
能
性
が
あ
る
。

表
４　

擬
古
物
語
に
使
用
さ
れ
た
二
字
漢
語
動
詞

生
産
修
行
加
階
見
証
化
粧
消
息
御
覧

1 1 1 2 4 5 237
追
従
作
文
学
問
卑
下
誦
経
沙
汰
対
面

1 1 1 2 3 6 34
斎
宮
介
錯
舞
踏
念
誦
経
営
用
意

1 1 2 3 5 14
細
工
精
進
三
位
装
束
唱
歌
供
養

1 1 2 3 5 9
修
法
加
持
関
白
下
向
殿
上
元
服

1 1 2 3 5 9
逍
遥
参
座
勘
当
出
家
祈
念
案
内

1 1 1 3 5 8

　

な
お
、「
介
錯
」
の
用
例
が
見
え
る
「
あ
き
ぎ
り
」
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
成

立
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、「
介
錯
」
は
「
あ
き
ぎ
り
」
成
立
当
時
は
成
立
し
て

い
た
語
で
あ
る
。
擬
古
物
語
は
、『
源
氏
』
の
語
彙
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、「
介
錯
」
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
以
後
に
成
立
し
た
語
を
取
り

入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
和
文

と
は
異
な
る
資
料
群
で
あ
る
真
名
日
記
に
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
和
文
に
取
り
入
れ
や
す
い
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
の

考
察
も
必
要
で
あ
り
、
次
節
で
は
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
、
出
現
す
る
作
品
数
や
意
味
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
。

二

－
三　

擬
古
物
語
に
お
け
る
一
字
漢
語
動
詞

　

こ
こ
で
は
、
一
字
漢
語
動
詞
が
、
擬
古
物
語
の
ど
の
作
品
に
使
用
さ
れ
た
か

を
見
て
い
く
。
使
用
さ
れ
た
擬
古
物
語
の
作
品
数
と
い
う
観
点
か
ら
漢
語
動
詞

を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
作
品
名
は
、
次
の
よ
う
な
略
称
で

示
す
。（
あ
さ
ぢ
・
・
あ
さ
ぢ
が
露　

あ
き
・
・
あ
き
ぎ
り　

石
清
水
・
・
石

清
水
物
語　

い
は
で
・
・
い
は
で
し
の
ぶ　

海
人
・
・
海
人
刈
藻　

木
幡
・
・

木
幡
の
時
雨　

風
に
・
・
風
に
つ
れ
な
き　

苔
・
・
苔
の
衣　

恋
路
・
・
恋
路

ゆ
か
し
き
大
将
）

　
（
１
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

現
ず
（
石
清
水
）／
死
す
（
海
人
）／
辞
す
（
苔
）

／
修
す
（
あ
さ
ぢ
）／
変
ず
（
あ
さ
ぢ
）

　
（
２
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

愛
す
（
あ
さ
ぢ
・
恋
路
）／
臆
す
（
海
人
・
恋
路
）

／
観
す
（
あ
さ
ぢ
・
恋
路
）／
詠
ず
（
あ
き
・
い

は
で
）／
調
ず
（
石
清
水
・
い
は
で
）／
拝
す
（
海

人
・
恋
路
）／
封
ず
（
石
清
水
・
恋
路
）／
制
す
（
あ

さ
ぢ
・
恋
路
）

　
（
３
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

興
ず
（
海
人
・
い
は
で
・
恋
路
）／
啓
す
（
あ
さ
ぢ
・

海
人
・
苔
）／
損
ず
（
人
・
木
幡
・
苔
）／
案
ず
（
あ

き
・
石
清
水
・
恋
路
）／
領
ず
（
あ
さ
ぢ
・
風
に
・

恋
路
）

　
（
４
作
品
に
出
現
す
る
語
）
怨
ず
（
あ
き
・
石
清
水
・
い
は
で
・
恋
路
）

　
（
５
作
品
に
出
現
す
る
語
）
誦
す
（
あ
さ
ぢ
・
海
人
・
い
は
で
・
苔
・
恋
路
）
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（
６
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

屈
す
（
あ
き
・
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
い
は
で
・
木
幡
・

恋
路
）

　
（
７
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

奏
す
（
あ
き
・
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
海
人
・
木
幡
・

風
に
・
苔
）

　
（
９
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

具
す
（
あ
き
・
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
海
人
・
い
は
で
・

木
幡
・
風
に
・
苔
・
恋
路
）／
念
ず
（
あ
き
・
あ

さ
ぢ
・
石
清
水
・
海
人
・
い
は
で
・
木
幡
・
風
に
・

苔
・
恋
路
）

　

以
上
の
分
類
か
ら
、
擬
古
物
語
で
は
、
１
作
品
、
２
作
品
と
い
う
少
な
い

作
品
で
し
か
使
わ
れ
な
い
漢
語
動
詞
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
１
作

品
、
２
作
品
で
し
か
使
用
さ
れ
な
い
漢
語
動
詞
は
、
12
種
の
漢
語
動
詞
の
う
ち

６
種
が
、『
源
氏
』
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
。
３
作
品
以
上
に
使

わ
れ
る
漢
語
動
詞
に
は
、『
源
氏
』
で
使
用
数
が
10
位
に
入
る
漢
語
動
詞
の
う

ち
９
語
が
入
る
。
こ
の
よ
う
に
『
源
氏
』
で
使
用
数
の
多
い
漢
語
動
詞
は
、
擬

古
物
語
で
も
使
用
数
が
多
く
、
か
つ
、
多
く
の
作
品
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ば
、
和
文
に
お
け
る
基
本
的
漢
語
動
詞
語
彙
と
も
言
え
る
語
で
あ

る
。

　
『
源
氏
』
で
多
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞
が
、
擬
古
物
語
で
も
多
用
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
擬
古
物
語
は
、『
源
氏
』
の
漢
語
語
彙
を
基
本
的
に
引
き
継
い

で
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
和
文
の
基
本
的
漢
語
動
詞
語
彙
の
う
ち
、

「
怨
ず
」「
屈
す
（「
気
が
滅
入
る
と
い
う
意
味
」）」「
念
ず
（「
が
ま
ん
す
る
と

い
う
意
味
」）
と
い
っ
た
語
は
、
和
文
専
用
語
と
言
っ
て
も
よ
く
、
鎌
倉
時
代

以
後
、
国
語
文
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、
擬
古
物

語
は
、『
源
氏
』
の
漢
語
動
詞
を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、「
調
ず
」
は
『
源
氏
』
で
９
位
の
使
用
数
で
あ
る
が
、
擬
古
物
語
で

は
２
作
品
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
擬
古
物
語
へ
の
継
承
と
言

う
点
で
は
、
や
や
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、『
源
氏
』
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い

「
案
ず
」
や
「
損
す
」
が
、
擬
古
物
語
で
３
作
品
以
上
で
使
用
さ
れ
、
比
較
的

多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
点
も
や
や
疑
問
が
残
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
で

多
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
擬
古
物
語
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
い
な

い
語
が
あ
る
一
方
で
『
源
氏
』
で
は
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
が
擬
古
物
語
で

は
使
用
例
が
多
い
語
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
、
個
々
の
語
を
対
象
に
考
え
て
み
た
い
。

 

（
１
）
擬
古
物
語
に
お
け
る
「
調
ず
」

　

ま
ず
、
擬
古
物
語
で
使
用
さ
れ
た
「
調
ず
」
の
意
味
を
見
て
み
る
と
、
後
掲

の
用
例
で
分
か
る
よ
う
に
「
調
伏
す
る
」
と
い
う
意
味
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、『
源
氏
』
の
「
調
ず
」
は
、「
調
伏
す
る
」
と
い
う
意
味
の
他
に
も
、

「
仕
立
て
る
」「
調
理
す
る
」
の
よ
う
な
意
味
が
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
源
氏
』

と
擬
古
物
語
の
間
で
「
調
ず
」
の
意
味
の
違
い
が
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
両

者
の
内
容
の
違
い
に
よ
る
偶
然
の
結
果
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、『
源
氏
』
成
立
時
以
後
、「
調
ず
」
の
意
味
が
縮
小
し
た
こ
と
に
よ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。
意
味
が
縮
小
し
た
結
果
、
擬
古
物
語
で
の
「
調
ず
」
の
使
用
数

が
減
少
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
擬
古
物
語
の
「
あ
き
ぎ
り
」
が
成
立
し
た
鎌
倉

時
代
で
は
、「
調
ず
」
の
「
仕
立
て
る
」「
調
理
す
る
」
と
い
う
意
味
は
、
失
わ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
擬
古

物
語
で
は
、
新
た
に
『
源
氏
』
成
立
以
後
の
「
調
ず
」
の
意
味
変
化
を
反
映
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
擬
古
物
語
が
完
全
に
『
源
氏
』
の
漢
語
動
詞
を
継
承
し

て
い
る
と
は
言
い
難
く
な
る
。
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〈『
源
氏
』
に
お
け
る
「
調
ず
」〉８

「
仕
立
て
る
」
と
い
う
意
味

　
　

①�　

よ
ろ
づ
の
御
よ
そ
ひ
何
く
れ
と
め
づ
ら
し
き
さ
ま
に
調
じ
出
で
た
ま

ひ
つ
つ
（
①
帚
木　

54
頁
６
行
目
）

　
　

②�　

忍
び
て
調
ぜ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
る
装
束
の
袴
を
と
り
寄
せ
さ
せ
た
ま

ひ
て
（
①
夕
霧　

192
頁
12
行
目
）

「
調
理
す
る
」
と
い
う
意
味

　
　

③�　

親
し
き
殿
上
人
あ
ま
た
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
西
川
よ
り
奉
れ
る
鮎
、
近
き

川
の
い
し
ぶ
し
や
う
の
も
の
、
御
前
に
て
調
じ
て
ま
ゐ
ら
す
。（
③
常

夏　

223
頁
４
行
目
）

　
　

④�　

太
政
大
臣
仰
せ
言
賜
ひ
て
、
調
じ
て
御
膳
に
ま
ゐ
る
。（
③
藤
裏
葉

　

460
頁
６
行
目
）

「
調
伏
す
る
」
と
い
う
意
味

　
　

⑤　

い
み
じ
く
調
ぜ
ら
れ
て
（
④
若
菜
下　

235
頁
３
行
目
）

　
　

⑥�　

お
の
れ
を
、
月
ご
ろ
、
調
じ
わ
び
さ
せ
た
ま
ふ
が
情
な
く
つ
ら
け
れ

ば
（
④
若
菜
下　

235
頁
４
行
目
）

〈
擬
古
物
語
に
お
け
る
「
調
ず
」〉

「
調
伏
す
る
」
と
い
う
意
味

　
　

⑦�　
「
罪
あ
る
べ
き
身
に
も
あ
ら
ぬ
を
、
こ
の
世
の
闇
に
ま
よ
ふ
だ
に
苦

し
き
に
、
い
た
く
な
調
じ
給
ひ
そ
。」（
石
清
水
物
語　

35
頁
17
行
目
）

　
　

⑧�　

暁
に
ぞ
、
日
頃
現
は
れ
ざ
り
つ
る
御
物
の
怪
、
后
の
宮
の
御
方
の
大

輔
の
命
婦
に
移
り
て
、
い
み
じ
う
調
ず
れ
ば
、（
い
は
で
し
の
ぶ　

128

頁
９
行
目
）

 

（
２
）「
調
ず
」
以
外
の
漢
語
動
詞
の
意
味
比
較

　

擬
古
物
語
が
『
源
氏
』
の
漢
語
動
詞
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
証
す
る
た
め
に
、「
調
ず
」
以
外
の
漢

語
動
詞
に
つ
い
て
も
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
と
の
間
で
意
味
の
違
い
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

［『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
で
意
味
が
変
わ
ら
な
い
漢
語
動
詞
］

怨
ず
（『
源
氏
』）「
恨
み
言
を
言
う
」
／
（
擬
古
物
語
）「
恨
み
言
を
言
う
」・
興

ず
（『
源
氏
』）「
お
も
し
ろ
が
る
」
／
（
擬
古
物
語
）「
お
も
し
ろ
が
る
」・
誦
す

（『
源
氏
』）「
口
ず
さ
む
」／（
擬
古
物
語
）「
口
ず
さ
む
」・
制
す
（『
源
氏
』）「
止

め
る
」／（
擬
古
物
語
）「
止
め
る
」・
念
ず
（『
源
氏
』）「
が
ま
ん
す
る
・
祈
る
」

／（
擬
古
物
語
）「
が
ま
ん
す
る
・
祈
る
」

［『
源
氏
』
の
ほ
う
が
擬
古
物
語
よ
り
意
味
が
広
い
漢
語
動
詞
］

具
す
（『
源
氏
』）「
物
を
携
え
る
・
物
を
添
え
る
・
物
を
揃
え
る
・
物
を
一
緒

に
す
る
・
才
能
等
が
備
わ
る
・
親
が
揃
う
・
妻
帯
す
る
・
人
を
連
れ
る
・
同
行

す
る
」
／
（
擬
古
物
語
）「
物
を
添
え
る
・
才
能
等
が
備
わ
る
・
人
を
連
れ
る
・

同
行
す
る
」・
屈
す
（『
源
氏
』）「
気
が
滅
入
る
・
ふ
さ
ぎ
こ
む
・
悲
し
む
・
気

弱
に
な
る
」／（
擬
古
物
語
）「
気
が
滅
入
る
」

［『
源
氏
』
の
ほ
う
が
擬
古
物
語
よ
り
意
味
が
狭
い
漢
語
動
詞
］

啓
す
（『
源
氏
』）「
東
宮
に
申
し
上
げ
る
・
中
宮
に
申
し
上
げ
る
」
／
（
擬
古
物

語
）「
院
に
申
し
上
げ
る
・
皇
太
后
宮
に
申
し
上
げ
る
・
中
宮
に
申
し
上
げ
る
・

斎
宮
に
申
し
上
げ
る
」・
奏
す
（『
源
氏
』）「
天
皇
に
申
し
上
げ
る
・
院
に
申
し

上
げ
る
」
／
（
擬
古
物
語
）「
天
皇
に
申
し
上
げ
る
・
院
に
申
し
上
げ
る
・
東
宮
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に
申
し
上
げ
る
」

　

以
上
、
一
字
漢
語
動
詞
の
意
味
を
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
と
の
間
で
比
べ
る

と
、「
怨
ず
」「
念
ず
」
な
ど
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
と
の
間
で
意
味
が
変
わ

ら
な
い
漢
語
動
詞
が
多
い
が
、「
具
す
」「
屈
す
」
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
の
ほ

う
が
意
味
の
広
い
語
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
具
す
」
の
意
味
は
、『
源
氏
』
で

は
、「
物
を
携
え
る
・
物
を
添
え
る
・
物
を
揃
え
る
・
物
を
一
緒
に
す
る
・
才

能
等
が
備
わ
る
・
親
が
揃
う
・
妻
帯
す
る
・
人
を
連
れ
る
・
同
行
す
る
」
の
よ

う
に
多
く
の
意
味
が
あ
る
が
、
擬
古
物
語
で
は
、「
物
を
添
え
る
・
才
能
等
が

備
わ
る
・
人
を
連
れ
る
・
同
行
す
る
」
の
よ
う
に
数
が
減
る
。
特
に
、「
親
が

揃
う
」「
妻
帯
す
る
」
な
ど
、
家
族
の
状
況
を
示
す
意
味
が
擬
古
物
語
で
は
見

ら
れ
な
く
な
る
。

　
『
源
氏
』
が
擬
古
物
語
よ
り
意
味
が
広
い
漢
語
動
詞
と
し
て
は
、
他
に
「
屈

す
」
が
あ
る
。『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
両
方
に
「
気
が
滅
入
る
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
が
、『
源
氏
』
に
は
、
こ
の
他
に
「
ふ
さ
ぎ
こ
む
・
悲
し
む
・
気
弱

に
な
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。「
ふ
さ
ぎ
こ
む
・
悲
し
み
嘆
く
・
気
弱
に
な

る
」
と
い
う
意
味
は
、「
気
が
滅
入
る
」
の
意
味
と
も
通
じ
る
が
、『
源
氏
』
で
、

「
ふ
さ
ぎ
こ
む
」
や
「
悲
し
み
嘆
く
」
の
よ
う
に
、
行
動
を
表
す
意
味
や
、「
気

弱
に
な
る
」
の
よ
う
に
自
信
の
な
さ
を
表
す
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏
』

の
「
屈
す
」
は
、
擬
古
物
語
よ
り
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
に
述
べ
た
「
調
ず
」
も
含
め
、「
具
す
」「
屈
す
」
の
よ
う

に
、
擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
の
な
か
に
は
、
意
味
の
数
が
少
な
く
な
る
も
の
も

あ
る
。
擬
古
物
語
の
こ
れ
ら
の
語
は
、『
源
氏
』
で
使
わ
れ
た
漢
語
動
詞
を
受

け
継
い
だ
語
で
は
あ
る
が
、
中
世
以
後
、
国
語
文
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く

な
る
語
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
の
使
用
状
況
を
擬
古
物
語
の
こ
れ
ら
の
語

は
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
奏
す
」「
啓
す
」
は
、「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
と

し
て
は
、『
源
氏
』
と
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
擬
古
物
語
で
は
行
為
の
対
象

が
『
源
氏
』
よ
り
多
い
。
例
え
ば
、「
啓
す
」
は
、
東
宮
や
中
宮
の
他
に
院
や

斎
宮
を
対
象
に
す
る
例
が
あ
り
、「
奏
す
」
は
、
天
皇
や
院
の
他
に
、
東
宮
を

対
象
に
す
る
例
が
あ
る
。
た
だ
、
中
古
の
物
語
作
品
で
も
、『
宇
津
保
物
語
』９

で
は
、「
啓
す
」
が
院
を
対
象
と
す
る
例
や
、「
奏
す
」
が
東
宮
を
対
象
に
す
る

例
が
あ
る
の
で
、
擬
古
物
語
の
「
啓
す
」
や
「
奏
す
」
が
中
古
の
和
文
に
は
な

い
使
わ
れ
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

二

－

四　

擬
古
物
語
に
お
け
る
二
字
漢
語
動
詞

　

こ
こ
で
は
、
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
、
使
用
さ
れ
た
擬
古
物
語
の
作
品
数

と
『
源
氏
』
で
の
使
用
数
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

　
（
１
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

加
階
す
（
海
人
）
／
関
白
す
（
木
幡
）
／
介
錯
す

（
あ
き
ぎ
り
）／
細
工
す
（
あ
き
ぎ
り
）／
作
文
す

（
海
人
）／
参
座
す
（
石
清
水
）／
修
行
す
（
い
は

で
）／
修
法
す
（
あ
さ
ぢ
）／
精
進
す
（
海
人
）／

逍
遥
す
（
木
幢
）
／
生
産
す
（
海
人
）
／
舞
踏
す

（
海
人
）／
勘
当
す
（
海
人
）／
追
従
す
（
恋
路
）

　
（
２
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

装
束
す
（
海
人
・
苔
）
／
斎
宮
す
（
海
人
・
苔
）

／
学
問
す
（
石
清
水
・
恋
路
）／
加
持
す
（
あ
さ

ぢ
・
苔
）
／
祈
念
す
（
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
）
／
見

証
す
（
石
清
水
・
い
は
で
）／
三
位
す
（
風
に
・

苔
）／
経
営
す
（
海
人
・
苔
）／
出
家
す
（
風
に
・
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苔
）／
化
粧
す
（
石
清
水
・
恋
路
）

　
（
３
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

念
誦
す
（
海
人
・
あ
さ
ぢ
・
恋
路
）／
誦
経
す
（
あ

さ
ぢ
・
石
清
水
・
苔
）／
元
服
す
（
石
清
水
・
海

人
・
苔
）
／
下
向
す
（
石
清
水
・
海
人
・
恋
路
）

／
消
息
す
（
石
清
水
・
海
人
・
苔
）／
卑
下
す
（
あ

さ
ぢ
・
石
清
水
・
恋
路
）

　
（
４
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

沙
汰
す
（
石
清
水
・
海
人
・
苔
：
恋
路
）／
唱
歌

す
（
あ
さ
ぢ
・
い
は
で
・
海
人
・
風
に
）／
殿
上

す
（
海
人
・
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
苔
）／
供
養
す

（
石
清
水
・
海
人
・
い
は
で
・
苔
）

　
（
５
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

案
内
す
（
あ
さ
ぢ
・
海
人
・
い
は
で
・
木
幡
・
恋
路
）

　
（
６
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

用
意
す
（
あ
さ
ぢ
・
海
人
・
木
幢
・
風
に
・
苔
・

恋
路
）

　
（
７
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

対
面
す
（
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
海
人
・
い
は
で
・

木
幢
・
苔
・
恋
路
）

　
（
９
作
品
に
出
現
す
る
語
）�

御
覧
ず
（
あ
き
ぎ
り
・
あ
さ
ぢ
・
石
清
水
・
海
人
・

い
は
で
・
木
幢
・
風
に
・
苔
・
恋
路
）

　

以
上
の
分
類
結
果
を
見
る
と
、
１
作
品
で
し
か
使
わ
れ
な
い
語
は
14
種
類

で
、
擬
古
物
語
に
使
用
さ
れ
た
二
字
漢
語
動
詞
の
約
４
割
に
相
当
す
る
。
ま

た
、
２
作
品
で
使
わ
れ
る
二
字
漢
語
動
詞
も
10
種
類
あ
り
、
擬
古
物
語
で
使
わ

れ
る
多
く
の
二
字
漢
語
動
詞
は
、
１
作
品
か
２
作
品
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
作
品

で
使
わ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
１
作
品
か
２
作
品
で
使
わ
れ
た
24
語
の
二
字
漢
語
動
詞
の
う
ち
、
次

の
９
種
類
の
語
は
『
源
氏
』
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
。（「
関
白
す
」

「
介
錯
す
」「
細
工
す
」「
作
文
す
」「
修
行
す
」「
修
法
す
」「
生
産
す
」「
斎
宮
す
」「
祈

念
す
」）
こ
れ
ら
の
語
の
中
に
は
、『
源
氏
』
成
立
以
後
に
生
ま
れ
た
語
も
含
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

１
作
品
お
よ
び
２
作
品
で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い

て
、『
源
氏
』
で
の
使
用
数
を
確
認
す
る
と
、
５
例
以
下
の
語
が
、
11
語
存
し

た
。（「
加
階
す
」「
参
座
す
」「
精
進
す
」「
逍
遥
す
」「
舞
踏
す
」「
勘
当
す
」「
学

問
す
」「
見
証
す
」「
三
位
す
」「
経
営
す
」「
出
家
す
」）『
源
氏
』
で
の
使
用
数

が
５
例
以
下
の
こ
れ
ら
の
二
字
漢
語
動
詞
と
『
源
氏
』
で
使
わ
れ
な
い
語
の
数

を
合
わ
せ
る
と
20
語
に
な
り
、
擬
古
物
語
で
１
作
品
か
２
作
品
で
し
か
使
わ
れ

な
い
漢
語
動
詞
の
約
九
割
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
擬
古
物
語
で
１
作
品
か
２

作
品
で
し
か
使
用
さ
れ
な
い
語
は
、『
源
氏
』
で
も
使
用
数
が
少
な
い
傾
向
に

あ
る
。
残
り
の
４
語
の
『
源
氏
』
で
の
使
用
数
は
、「
追
従
す
」
が
６
例
、「
装

束
す
」
が
７
例
、「
加
持
す
」
が
９
例
、「
化
粧
す
」
が
14
例
で
あ
る
。
擬
古
物

語
で
使
用
さ
れ
る
作
品
数
が
少
な
い
こ
れ
ら
の
語
が
、『
源
氏
』
で
比
較
的
多

く
の
使
用
数
が
認
め
ら
れ
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
作
品
の
内

容
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
化
粧
す
」「
装
束
す
」「
加
持
す
」

が
使
わ
れ
や
す
い
よ
う
な
、
宮
廷
行
事
の
場
面
が
『
源
氏
』
で
多
い
こ
と
や
、

葵
上
や
紫
の
上
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
女
性
の
出
産
や
病
気
の
場
面
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
、『
源
氏
』
で
比
較
的
多
く
の
使
用
数
が
認
め
ら
れ
る
一
因
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
な
お
、『
源
氏
』
で
の
使
用
数
が
比
較
的
多
い
「
化
粧
す
」

は
、
多
く
「
心
化
粧
す
」
の
よ
う
に
和
語
と
の
複
合
語
と
し
て
使
わ
れ
、
行
事

の
場
面
に
関
わ
ら
ず
、
相
手
に
好
意
を
持
た
れ
る
心
の
在
り
様
を
表
す
た
め

に
、
使
用
数
も
比
較
的
多
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
々
の
使
用
語
数
は
作
品
の
内
容
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
擬
古
物
語
で
、
少
な
い
作
品
で
し
か
使
わ
れ
な
い
二
字
漢
語
動
詞
は
、
概
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し
て
『
源
氏
』
で
使
わ
れ
て
い
な
い
か
、
使
わ
れ
て
い
て
も
使
用
数
の
少
な
い

語
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
擬
古

物
語
で
多
く
の
作
品
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
「
御
覧
ず
」「
対
面
す
」「
用
意

す
」「
案
内
す
」
は
、『
源
氏
』
で
も
使
用
数
が
上
位
の
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
源

氏
』
で
使
用
数
の
多
い
二
字
漢
語
動
詞
は
擬
古
物
語
で
も
多
く
の
作
品
に
使
わ

れ
、『
源
氏
』
で
使
用
数
の
少
な
い
二
字
漢
語
動
詞
は
擬
古
物
語
で
も
少
な
い

作
品
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

漢
語
動
詞
全
体
を
見
る
と
以
上
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る

が
、
個
々
の
語
を
見
る
と
、
特
徴
の
あ
る
語
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
例
え

ば
、「
化
粧
す
」「
消
息
す
」「
誦
経
す
」「
卑
下
す
」
の
よ
う
に
、
擬
古
物
語
で

は
３
作
品
以
内
の
使
用
で
あ
る
が
、『
源
氏
』
で
は
使
用
数
が
多
い
語
も
存
す

る
。
ま
た
、「
関
白
す
」「
介
錯
す
」「
作
文
す
」「
修
行
す
」「
細
工
す
」「
修
法

す
」「
生
産
す
」「
斎
宮
す
」「
祈
念
す
」「
下
向
す
」「
沙
汰
す
」
の
よ
う
に
、『
源

氏
』
で
使
用
数
が
な
い
語
も
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
「
沙
汰
す
」
は
、
擬
古
物
語
で
４
作
品
で
使
用
さ
れ
、
使
用
数
も

擬
古
物
語
で
８
位
と
比
較
的
多
く
使
わ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
が
『
源
氏
』
で
は

使
わ
れ
て
い
な
い
。「
沙
汰
す
」
は
『
源
氏
』
よ
り
も
前
に
成
立
し
た
『
落
窪

物
語
』10
に
名
詞
「
沙
汰
」
と
し
て
１
例
が
使
わ
れ
る
も
の
の
、「
沙
汰
す
」
と

い
う
漢
語
動
詞
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
源
氏
』
以
後
に

成
立
し
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』11
で
は
漢
語
動
詞
と
し
て
９
例
が
使
用
さ
れ
、

『
栄
花
物
語
』12
で
は
2
例
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
判
断
す
る

と
、「
沙
汰
す
」
は
『
源
氏
』
が
成
立
し
た
こ
ろ
に
は
「
沙
汰
」
と
い
う
名
詞

と
し
て
は
存
し
た
も
の
の
、
漢
語
動
詞
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
』
に
名
詞
「
沙
汰
」
が
な
い
の
は
、
和
文
に
お
い
て
多

用
さ
れ
る
語
で
は
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
沙
汰
す
」
は
、
後
に
成
立

し
た
『
今
昔
物
語
集
』、『
平
家
物
語
』
等
の
和
漢
混
交
文
に
は
使
用
さ
れ
る
。

（『
今
昔
物
語
集
』13　
13
例
、『
平
家
物
語
』14　
３
例
）
擬
古
物
語
に
「
沙
汰
す
」

が
多
く
の
作
品
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
中
世
の
和
漢
混
交
文
や
古
記
録
、
古

文
書
で
多
用
さ
れ
て
い
る
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
和
漢
混
淆
文
と
い
う
文
体
で
使
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞
が
、
擬
古
物
語
で
新

た
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
沙
汰
す
」
が

使
わ
れ
て
い
る
「
海
人
の
刈
藻
」
は
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か

け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
、「
石
清
水
物
語
」
は
鎌
倉
時
代
中
期
成
立
と
さ
れ
、

「
苔
の
衣
」「
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
」
と
も
に
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
沙
汰
す
」
が
使
わ
れ
て
い
る
作
品
は
、
擬
古
物
語
の
中
で
も
成

立
が
遅
い
作
品
で
あ
る
こ
と
も
、「
沙
汰
す
」
の
成
立
時
期
と
関
連
す
る
か
も

し
れ
な
い
。

　
「
下
向
す
」
も
、
擬
古
物
語
で
３
作
品
（「
石
清
水
物
語
」「
海
人
の
刈
藻
」「
恋

路
ゆ
か
し
き
大
将
」）
で
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
が
、『
源
氏
』
で
は
使
わ
れ
て
い

な
い
。
名
詞
「
下
向
」
も
『
源
氏
』
で
使
わ
れ
て
い
な
い
。『
日
本
国
語
大
辞

典
』
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
古
記
録
の
「
小
右
記
」
に
「
下
向
」
の
使
用
例
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
源
氏
』
成
立
時
に
は
存
し
た
語
で
あ
る
。『
枕
草
子
』15

に
一
例
、「
下
向
す
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
源
氏
』
で
使
わ

れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
和
文
で
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

語
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
源
氏
』
成
立
以
後
で
は
、「
下
向
す
」
の
例

が
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
１
例
、『
平
家
物
語
』
に
６
例
、
狂
言
16

に
10
例
使

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
擬
古
物
語
に
漢
語
動
詞
「
下
向
す
」
が

複
数
の
作
品
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
源
氏
』
以
後
に
成
立
し
た

語
を
使
用
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
擬
古
物
語
で
、
２
作
品
以
内
で
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
語
動
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詞
の
『
源
氏
』
で
の
使
用
数
を
一
覧
に
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
擬
古
物
語
で
２
作
品
ま
で
使
用
さ
れ
る
漢
語
動
詞　
（　

）
内
の
数
字
は
『
源

氏
』
で
の
使
用
数
】

　

関
白
（
使
用
数
な
し
）　

介
錯
（
使
用
数
な
し
）　

細
工
（
使
用
数
な
し
）

　

作
文
（
使
用
数
な
し
）　

修
行
（
使
用
数
な
し
）　

修
法
（
使
用
数
な
し
）

　

斎
宮
（
使
用
数
な
し
）　

祈
念
（
使
用
数
な
し
）　

学
問
（
使
用
数
な
し
）

　

生
産
（
使
用
数
な
し
）　

勘
当
（
１
例
）　

逍
遥
（
１
例
）　

三
位
（
１
例
）

　

参
座
（
２
例
）　

精
進
（
２
例
）　

見
証
（
２
例
）　

出
家
（
２
例
）

　

経
営
（
３
例
）　

加
階
（
３
例
）　

舞
踏
（
３
例
）　

装
束
（
７
例
）

　

加
持
（
９
例
）　

化
粧
（
14
例
）

　

右
に
示
す
よ
う
に
、
擬
古
物
語
で
１
作
品
単
独
で
使
用
さ
れ
る
だ
け
か
、
も

し
く
は
２
作
品
ま
で
し
か
共
通
し
て
使
用
さ
れ
な
い
二
字
漢
語
動
詞
は
、「
装

束
す
」「
加
持
す
」「
化
粧
す
」
を
除
き
、『
源
氏
』
で
は
３
例
以
下
の
少
な
い

使
用
数
で
あ
る
。
使
用
数
が
な
い
語
も
10
語
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
擬
古
物
語

で
共
通
の
作
品
数
が
少
な
い
語
は
、『
源
氏
』
で
も
使
用
数
が
少
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
語
が
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
ど
ち
ら

で
も
、
使
わ
れ
る
場
面
が
少
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
語
の
中
に
は
、

「
関
白
す
」「
斎
宮
す
」「
三
位
す
」
の
よ
う
な
官
位
や
身
分
を
表
す
語
や
「
参

座
す
」「
加
階
す
」「
見
証
す
」「
舞
踏
す
」
の
よ
う
な
宮
中
で
の
行
事
や
所
作

を
表
す
語
が
占
め
て
い
る
。
作
品
中
に
宮
廷
行
事
と
関
わ
る
場
面
が
少
な
け
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
語
の
使
用
数
も
限
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

擬
古
物
語
で
、
共
通
の
作
品
数
が
最
も
多
い
語
は
「
御
覧
ず
」
で
、
９
作
品

で
使
わ
れ
て
い
る
。
次
い
で
、「
対
面
す
」「
用
意
す
」「
案
内
す
」
が
５
作
品

以
上
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
御
覧
ず
」
は
『
源
氏
』
で
の
使
用
数

が
第
１
位
で
あ
り
、
次
い
で
「
対
面
す
」
が
２
位
、「
用
意
す
」
が
３
位
、「
案

内
す
」
が
10
位
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
擬
古
物
語
に
お
い
て
多
く
の

作
品
に
共
通
し
て
使
わ
れ
て
い
る
二
字
漢
語
動
詞
は
、『
源
氏
』
で
も
使
用
数

が
上
位
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、『
源
氏
』
で
多
く
の
使
用
数
が
認
め
ら

れ
る
他
の
二
字
漢
語
動
詞
を
み
る
と
、「
供
養
す
」（
５
位
）
が
擬
古
物
語
で
４

作
品
に
使
用
さ
れ
、「
殿
上
す
」（
９
位
）
が
擬
古
物
語
で
４
作
品
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。
他
に
『
源
氏
』
で
の
使
用
数
が
６
位
の
「
消
息
す
」
が
３
作
品
、
７

位
の
「
誦
経
す
」
が
３
作
品
、
９
位
の
「
卑
下
す
」
が
３
作
品
、
10
位
の
「
案

内
す
」
が
５
作
品
と
、『
源
氏
』
で
使
用
数
が
上
位
の
語
は
、
擬
古
物
語
で
も
、

概
し
て
多
く
の
作
品
で
共
通
し
て
使
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

な
お
、
擬
古
物
語
に
使
わ
れ
た
二
字
漢
語
動
詞
の
作
品
別
語
数
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
使
用
数
の
違
い
は
、
作
品
の
分
量
の
違
い
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

�　

海
人
の
刈
藻
（
20
語
）　

石
清
水
物
語
（
15
語
）　

苔
の
衣
（
14
語
）　

あ

さ
ぢ
が
露
（
12
語
）
恋
路
ゆ
か
し
き
大
将
（
８
語
）　

い
は
で
し
の
ぶ
（
７
語
）

木
幡
の
時
雨
（
６
語
）　

風
に
つ
れ
な
き
（
５
語
）　

あ
き
ぎ
り
（
３
語
）

　
　
　

三　

二
字
漢
語
動
詞
の
意
味

三

－

一　
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
、
意
味
の
観
点
か
ら
、『
源
氏
』
と

擬
古
物
語
を
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
に
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
ど

ち
ら
に
も
使
わ
れ
て
い
る
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
、「
意
味
が
同
じ
語
」
と
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「
意
味
が
異
な
る
語
」
に
分
け
、
一
覧
に
し
て
示
す
。

【『
源
氏
』
と
同
じ
意
味
】

≪
加
階
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
位
が
昇
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
勘
当
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
処
罰
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
供
養
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
仏
供
養
、
経
供
養
を
す
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

≪
経
営
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
世
話
や
接
待
を
し
、
忙
し
く
立
ち
働

く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
見
証
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
碁
・
蹴
鞠
な
ど
の
勝
負
を
判
定
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
参
座
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
儀
式
に
参
列
す
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

≪
出
家
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
俗
世
間
の
生
活
か
ら
離
れ
て
、
僧
侶

を
志
し
て
仏
道
修
行
に
専
念
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
唱
歌
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
笛
・
琴
・
琵
琶
な
ど
の
旋
律
を
、
譜

に
よ
っ
て
口
で
歌
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
正
三
位
す
≫
『
源
氏
』
に
「
正
三
位
す
」
が
あ
る
が
、
擬
古
物
語
に
は
「
三

位
す
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
語
形
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど

ち
ら
も
官
位
を
示
す
語
を
語
幹
と
す
る
点
で
共
通
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
両
者

を
扱
う
こ
と
に
す
る
。『
源
氏
』
の
意
味
は
「
正
三
位
に
昇
る
」
で
、
擬
古
物

語
の
意
味
は
「
三
位
に
昇
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
精
進
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
身
を
清
め
る
・
精
進
潔
斎
す
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
装
束
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
衣
裳
を
着
る
」「
衣
裳
を
整
え
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
逍
遥
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
見
て
回
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
対
面
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
面
と
向
か
っ
て
会
う
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

≪
殿
上
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
童
を
殿
上
の
間
や
紫
宸
殿
に
昇
ら
せ

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
卑
下
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
へ
り
く
だ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
舞
踏
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
朝
廷
な
ど
で
の
朝
賀
・
即
位
・
節
会
・

叙
位
・
任
官
な
ど
の
際
の
拝
礼
の
作
法
を
行
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
用
意
す
≫
『
源
氏
』
も
擬
古
物
語
も
「
準
備
・
支
度
す
る
」「
用
心
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

【『
源
氏
』
と
異
な
る
意
味
】

［『
源
氏
』
の
ほ
う
が
広
い
意
味
］

≪
化
粧
す
≫

　
『
源
氏
』
は
、「
白
粉
を
塗
っ
て
、
身
づ
く
ろ
い
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
る
。
ま
た
、「
心
化
粧
す
」
で
「
そ
わ
そ
わ
す
る
」「
心
が
浮
き
立
つ
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
擬
古
物
語
に
は
、「
白
粉
を
塗
っ
て
、
身
づ
く
ろ
い
を
す

る
」
と
い
う
意
味
は
見
ら
れ
ず
、「
心
化
粧
す
」
で
、「
緊
張
す
る
」「
心
配
り

を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

≪
御
覧
ず
≫

　
『
源
氏
』
で
は
、
主
に
「
見
る
」
の
尊
敬
語
の
意
味
を
表
す
が
、「
知
る
」「
気

に
入
る
」「
会
う
」「
世
話
す
る
」「
思
う
」「
経
験
す
る
」「
応
対
す
る
」
の
尊

敬
の
意
味
を
表
す
な
ど
、
様
々
な
意
味
で
使
わ
れ
る
。
ま
た
「
御
覧
じ
知
る

（
お
気
づ
き
に
な
る
）」「
御
覧
じ
入
る
（
召
し
上
が
る
）」
な
ど
、
多
く
の
複
合
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語
を
形
成
す
る
。
擬
古
物
語
で
も
、
主
に
「
見
る
」
の
尊
敬
語
を
表
し
、「
御

覧
じ
知
る
」「
御
覧
じ
入
る
」
の
複
合
語
も
形
成
す
る
。
た
だ
、『
源
氏
』
に
比

べ
て
、「
見
る
」
の
尊
敬
語
と
し
て
使
わ
れ
る
例
が
多
く
、
他
に
は
「
世
話
を

す
る
」
の
意
味
で
の
使
用
例
が
３
例
存
す
る
だ
け
で
、
意
味
の
広
さ
は
、『
源

氏
』
ほ
ど
に
は
存
し
な
い
。

≪
消
息
す
≫

　
『
源
氏
』
で
は
、「
報
告
す
る
」「
招
待
す
る
」「
便
り
を
出
す
」「
面
会
を
申

し
入
れ
る
」「
挨
拶
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
擬
古
物
語
で
は
「
面

会
を
申
し
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
だ
け
で
あ
る
。

［『
源
氏
』
の
ほ
う
が
狭
い
意
味
］

≪
案
内
す
≫

　
『
源
氏
』
の
「
案
内
す
」
は
、
文
脈
的
な
意
味
と
し
て
は
、
個
々
の
意
味
は

異
な
る
が
、
大
き
く
分
類
す
る
と
、
①
「
面
会
し
て
事
情
や
意
向
を
問
い
た
だ

す
」
と
②
「
挨
拶
を
第
三
者
に
取
り
次
ぐ
」
に
分
け
ら
れ
る
。
擬
古
物
語
に
も
、

①
と
②
の
意
味
が
あ
る
が
、
他
に
「
家
に
招
き
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

こ
の
意
味
は
『
源
氏
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
二
字
漢
語
動
詞
の
意
味
を
比
べ
る

と
、
21
語
の
う
ち
17
語
の
意
味
が
一
致
す
る
。『
源
氏
』
で
の
意
味
が
広
い
語

と
し
て
は
、「
化
粧
す
」「
御
覧
ず
」「
消
息
す
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
意

味
が
『
源
氏
』
で
広
く
な
っ
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
作
品
の
分
量
の
違
い
に

よ
り
、
使
用
場
面
の
有
無
が
生
じ
た
可
能
性
も
存
す
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
や

は
り
「
御
覧
ず
」（『
源
氏
』
で
の
使
用
数
１
位
／
擬
古
物
語
で
の
使
用
数
１

位
）、「
消
息
す
」（『
源
氏
』
で
の
使
用
数
７
位
／
擬
古
物
語
で
の
使
用
数
６
位
）

は
使
用
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
分
量
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
は
考
え
に
く

い
。『
源
氏
』
を
模
し
た
擬
古
物
語
で
あ
っ
て
も
、
意
味
の
縮
小
が
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
源
氏
』
で
の
意
味
が
狭
い
語
と
し
て
は
、「
案
内
す
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
擬
古
物
語
の
「
家
に
招
き
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
は
、「
内
の
方
に
案
内

し
て
」（
木
幡　

12
頁
８
行
目
）
と
あ
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
人
に
取
り

繼
ぐ
」
と
い
う
意
味
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
、「
内
の
方
に
」
の
よ
う
に

移
動
す
る
場
所
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
家
に
招
き
入
れ
る
」
と
い
う
新
た
な
意

味
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。「
道
や
場
所
を
よ
く
知
ら
な
い
人
を
手
引
き
す

る
こ
と
。
先
に
た
っ
て
目
的
の
場
所
ま
で
連
れ
て
い
っ
た
り
、
あ
る
場
所
を
見

せ
て
歩
い
た
り
す
る
こ
と
。」（
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版　

初
出
例　

奥
の
細

道
）
の
よ
う
な
近
世
的
な
意
味
の
先
駆
け
に
な
る
よ
う
な
使
用
例
で
あ
る
。「
木

幡
の
時
雨
」
は
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
、「
案
内
す
」

に
新
し
い
意
味
が
生
じ
、
擬
古
物
語
で
は
そ
の
意
味
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
二
字
漢
語
動
詞
の
意
味
を
比
べ
る

と
、
意
味
が
共
通
す
る
語
が
多
く
を
占
め
な
が
ら
も
、
一
部
に
意
味
の
拡
大
や

縮
小
を
示
す
よ
う
な
例
が
存
す
る
。

三　

漢
語
動
詞
語
幹
の
用
法

 

（
１
）
一
字
漢
語
動
詞

　

こ
こ
で
は
漢
語
動
詞
語
幹
の
用
法
に
つ
い
て
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
を
比

較
す
る
。
こ
こ
で
語
幹
と
い
う
用
語
を
用
い
た
の
は
、
注
に
も
示
し
た
よ
う
に

一
字
漢
語
動
詞
で
は
、
間
に
助
詞
が
入
る
例
や
、
漢
字
漢
語
を
修
飾
す
る
例

－�46�－



が
無
い
こ
と
か
ら
、
動
詞
一
語
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、

「
奏
す
」
の
場
合
、「
奏
を
す
」
の
よ
う
な
例
や
「
お
ご
そ
か
な
る
奏
す
」
の
よ

う
な
例
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
奏
」
を
語
幹
と
し
、「
す
」
を
活
用
語
尾

と
す
る
考
え
方
が
成
り
立
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
字
漢
語
動
詞
の
場
合
は
、

「
こ
こ
か
し
こ
の
用
意
な
ど
す
」
の
よ
う
に
、
漢
字
漢
語
と
「
す
」
の
間
に
助

詞
が
入
る
例
や
、
連
体
修
飾
語
を
取
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

二
字
漢
語
動
詞
の
場
合
は
、
漢
字
漢
語
を
語
基
と
し
、「
す
」
を
語
基
と
し
て

全
体
で
複
合
語
と
す
る
考
え
方
も
成
り
立
つ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
字

漢
語
動
詞
の
漢
字
漢
語
は
語
基
と
す
る
考
え
も
成
り
立
つ
が
、
こ
こ
で
は
、
一

字
漢
語
動
詞
と
二
字
漢
語
動
詞
の
統
一
を
図
る
た
め
に
、
語
幹
と
い
う
用
語
を

使
用
し
た
。

　

ま
ず
、
一
字
漢
語
動
詞
を
語
構
成
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
。
一
字
漢
語
動
詞

の
語
構
成
を
み
る
と
、
擬
古
物
語
の
ほ
う
が
、『
源
氏
』
に
比
べ
て
単
純
に
な

る
傾
向
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
複
合
動
詞
形
は
、『
源
氏
』
に
も
擬
古
物

語
に
も
見
ら
れ
る
が
、
擬
古
物
語
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
少
な
い
。「
う
そ
ぶ
き

誦
じ
あ
ふ
」「
歌
う
た
ひ
興
じ
あ
ふ
」
の
よ
う
に
複
合
動
詞
が
さ
ら
に
他
の
動

詞
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
例
も
、『
源
氏
』
に
見
え
、
擬
古
物
語
に
は
見
ら
れ

な
い
。

　

ま
た
、「
う
ち
誦
じ
独
り
ご
つ
」「
う
ち
誦
じ
な
す
」
の
よ
う
に
漢
語
動
詞
に

接
頭
辞
が
つ
く
形
が
他
の
動
詞
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
例
も
、『
源
氏
』
に
見

え
る
が
、
擬
古
物
語
に
は
見
え
な
い
。
さ
ら
に
、「
誦
じ
が
ち
な
り
」「
臆
し
が

ち
な
り
」
の
よ
う
に
漢
語
動
詞
に
接
尾
辞
が
付
加
し
形
容
動
詞
に
な
る
例
も
、

『
源
氏
』
に
見
え
る
が
、
擬
古
物
語
に
見
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
』
の
一
字
漢
語
動
詞
は
、
他
の
和
語
動
詞
や
接
尾
辞

と
と
も
に
使
わ
れ
、
多
様
な
語
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
擬
古

物
語
の
一
字
漢
語
動
詞
は
、
漢
語
動
詞
単
独
で
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、『
源

氏
』
の
よ
う
な
造
語
力
が
見
ら
れ
な
い
。
擬
古
物
語
で
は
『
源
氏
』
か
ら
の
語

の
継
承
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
す
で
に
語
の
活
力
は
失
わ
れ
、
語
の
用
法

の
固
定
化
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
複
合
動
詞
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

念
じ
ゐ
る
／
念
じ
返
す
／
念
じ
過
ぐ
す
／
念
じ
わ
た
る
／
念

じ
は
つ
／
念
じ
あ
ふ
／
念
じ
入
る
／
念
じ
あ
ま
る
／
思
ひ
念

ず
／
奏
し
下
す
／
伝
え
奏
す
／
漏
ら
し
奏
す
／
奏
し
お
く
／

奏
し
な
す
／
奏
し
な
ほ
す
／
誦
じ
の
の
し
る
／
誦
じ
な
す
／

誦
じ
騒
ぐ
／
取
り
具
す
／
引
き
具
す
／
腹
立
ち
怨
ず
／
怨
じ

は
つ
／
怨
じ
う
け
ふ
／
怨
じ
お
く
／
思
ひ
屈
す
／
ま
め
だ
ち

屈
す
／
思
し
屈
す
／
屈
し
入
る
／
制
し
の
た
ま
ふ
／
制
し
諫

む
／
手
か
き
制
す
／
興
じ
め
づ
／
怖
ぢ
困
ず
／
見
た
ま
へ
困

ず
／
責
め
ら
れ
困
ず
／
も
の
聞
き
困
ず
／
思
ひ
困
ず
／
さ
ぶ

ら
ひ
困
ず
／
封
じ
籠
む
／
惜
し
み
領
ず
／
領
じ
作
る
／
領
じ

は
つ
／
憑
き
し
み
領
ず
／
調
じ
出
づ
／
調
じ
わ
ぶ

　
（
擬
古
物
語
）�

思
ひ
念
ず
／
念
じ
過
ぐ
す
／
念
じ
入
る
／
念
じ
返
す
／
念
じ

思
ふ
／
奏
し
お
く
／
引
き
具
す
／
書
き
具
す
／
巻
き
具
す
／

誘
ひ
具
す
／
乗
り
具
す
／
取
り
具
す
／
急
ぎ
具
す
／
思
ひ
屈

す
／
制
し
お
は
す
／
興
じ
お
は
す
／
興
じ
申
す
／
興
じ
あ
ふ

／
思
ひ
困
ず
／
封
じ
籠
む
／
封
じ
固
む
／
啓
し
な
す
／
臆
し

は
つ
／
お
ど
ろ
き
臆
す

［
複
合
動
詞
が
他
の
動
詞
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

う
そ
ぶ
き
誦
じ
あ
ふ
／
歌
う
た
ひ
興
じ
あ
ふ
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［
漢
語
動
詞
に
接
頭
辞
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

う
ち
誦
す
／
う
ち
具
す
／
う
ち
怨
ず
／
う
ち
屈
す

　
（
擬
古
物
語
）
う
ち
誦
す
／
う
ち
具
す
／
う
ち
屈
す
／
も
て
興
ず

［
漢
語
動
詞
に
接
頭
辞
が
つ
く
形
が
他
の
動
詞
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�
う
ち
誦
じ
独
り
ご
つ
／
う
ち
誦
じ
な
す

［
漢
語
動
詞
連
用
形
に
接
尾
辞
が
つ
き
形
容
動
詞
と
な
る
形
］

　
（『
源
氏
』）
誦
じ
が
ち
な
り
／
臆
し
が
ち
な
り

［
漢
語
動
詞
連
用
形
に
接
頭
辞
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

も
の
怨
じ
／
う
ち
怨
じ　

　
（
擬
古
物
語
）
も
の
怨
じ
／
う
ち
怨
じ

［
複
合
動
詞
形
の
間
に
助
詞
が
入
る
］

　
（
擬
古
物
語
） 　

�

怨
じ
も
は
つ

［
漢
語
動
詞
連
用
形
が
名
詞
と
な
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

屈
じ

［
漢
語
動
詞
に
形
容
詞
が
つ
い
て
複
合
語
を
作
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

屈
じ
い
た
し
／
信
じ
が
た
し

　
（
擬
古
物
語
）　

屈
じ
い
た
し　
　

［
漢
語
動
詞
に
形
容
詞
が
つ
い
た
複
合
語
形
に
接
尾
辞
が
つ
い
て
形
容
動
詞
と

な
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

屈
し
い
た
げ
な
り

［
漢
語
語
幹
に
修
飾
語
の
つ
い
た
形
が
サ
変
動
詞
の
目
的
語
に
な
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

横
ざ
ま
の
死
を
す

 

（
２
）
二
字
漢
語
動
詞　

　

次
に
、
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
、
語
の
形
態
面
か
ら
、『
源
氏
』
と
擬
古

物
語
の
漢
語
動
詞
を
比
較
す
る
。

　

二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
は
、
擬
古
物
語
は
、『
源
氏
』
の
二
字
漢
語
動
詞

の
形
態
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
漢
語
に
接
頭
辞
が
つ

く
」「
漢
語
が
複
合
名
詞
と
な
る
」「
漢
語
に
修
飾
語
が
つ
く
」「
漢
語
語
幹
と

「
す
」
の
間
に
助
詞
な
ど
が
入
る
」「
複
合
動
詞
」
と
い
う
形
態
は
、『
源
氏
』

に
も
擬
古
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。「
漢
語
動
詞
に
接
頭
辞
が
つ
く
」
は
、『
源
氏
』

に
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、「
化
粧
す
」
だ
け
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

を
も
っ
て
『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
間
に
差
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。「
連
用

形
名
詞
」
に
つ
い
て
は
、「
御
覧
じ
」「
誦
経
し
」
が
擬
古
物
語
に
見
ら
れ
る
が
、

語
数
、
使
用
数
も
少
な
く
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
擬
古
物
語
に
お
い
て
二
字
漢
語

の
連
用
形
名
詞
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
漢
語
に
接
頭
辞
が
つ
く
」
で
は
「
御
元
服
」「
御
誦
経
」「
御
装
束
」

が
共
通
し
、「
漢
語
が
複
合
名
詞
と
な
る
」
に
も
「
心
化
粧
す
」「
童
殿
上
す
」

「
仏
供
養
す
」
が
共
通
す
る
。「
漢
語
語
幹
と
「
す
」
の
間
に
助
詞
な
ど
が
入
る
」

も
「
誦
経
」「
唱
歌
」「
用
意
」
が
共
通
す
る
。「
複
合
動
詞
」
で
は
、「
経
営
す
」

「
御
覧
ず
」
が
共
通
す
る
。
複
合
動
詞
に
な
る
漢
語
の
種
類
と
し
て
は
、『
源
氏
』

が
５
語
、
擬
古
物
語
が
３
語
で
、
い
ず
れ
も
、「
御
覧
ず
」
の
複
合
語
形
の
数

が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
複
合
動
詞
」
か
ら
み
て
も
、『
源
氏
』
と

擬
古
物
語
と
の
間
に
、
大
き
な
差
は
な
い
。

［
漢
語
に
接
頭
辞
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

御
元
服
す
／
御
誦
経
な
ど
す
／
御
加
持
な
ど
す
／
御
誦
経
な

ど
と
り
わ
き
す
／
御
誦
経
す
／
御
対
面
す
／
御
装
束
す

　
（
擬
古
物
語
）�
御
元
服
す
／
御
誦
経
な
ど
す
／
御
装
束
す
／
御
消
息
す
／
御

精
進
す
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［
漢
語
動
詞
に
接
頭
辞
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

う
ち
化
粧
ず　

［
漢
語
が
複
合
名
詞
と
な
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

心
化
粧
す
／
童
殿
上
す
／
経
、
仏
供
養
す
／
御
嶽
精
進
す
／

壺
装
束
す

　
（
擬
古
物
語
）�
心
化
粧
す
／
童
殿
上
す
／
仏
供
養
す

［
漢
語
に
修
飾
語
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

御
車
の
装
束
す
／
金
剛
子
の
数
珠
白
き
御
装
束
、
し
の
玉
の

装
束
す
／
参
り
の
夜
の
人
々
の
装
束
す
／
白
き
御
装
束
す
／

正
下
の
加
階
す

　
（
擬
古
物
語
）�

女
房
の
装
束
す
／
あ
ざ
や
か
な
る
御
装
束
す
／
い
と
う
る
は

し
き
装
束
す
／
今
一
度
の
対
面
を
も
す
／
そ
の
用
意
す
／
御

衣
の
用
意
す

［
漢
語
語
幹
と
「
す
」
の
間
に
助
詞
な
ど
が
入
る
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

誦
経
な
ど
す
／
誦
経
に
す
／
御
誦
経
な
ど
す
／
誦
経
な
ど
と

り
わ
き
す
／
唱
歌
も
す
／
こ
こ
か
し
こ
の
用
意
な
ど
す
／
御

加
持
な
ど
す
／
念
誦
な
ど
す

　
（
擬
古
物
語
）�

誦
経
あ
ま
た
す
／
誦
経
な
ど
あ
ま
た
す
／
御
誦
経
な
ど
す
／

唱
歌
し
の
び
や
か
に
す
／
用
意
い
た
う
す
／
対
面
な
ど
す
／

対
面
を
も
す
／
学
問
な
ど
す
／
学
問
を
す

［
複
合
動
詞
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

経
営
し
歩
く
／
経
営
し
あ
ふ
／
御
覧
じ
馴
る
／
御
覧
じ
が
た

し
／
御
覧
じ
ゆ
る
す
／
御
覧
じ
知
る
／
御
覧
じ
入
る
／
御
覧

じ
つ
く
／
御
覧
じ
く
ら
ぶ
／
御
覧
じ
過
ぐ
す
／
御
覧
じ
棄
つ

／
御
覧
じ
分
く
／
御
覧
じ
放
つ
／
御
覧
じ
得
る
／
御
覧
じ
は

つ
／
知
ろ
し
め
し
御
覧
ず
／
御
覧
じ
定
む
／
御
覧
じ
ゆ
る
す

／
御
覧
じ
当
つ
／
御
覧
じ
な
す
／
御
覧
じ
置
く
／
御
覧
じ
と

ど
む
／
御
覧
じ
ゆ
る
す
／
御
覧
じ
お
こ
す
／
御
覧
じ
咎
む
／

御
覧
じ
な
ほ
す
／
う
ち
と
け
御
覧
ず
／
御
覧
じ
さ
す
／
追
従

し
あ
り
く
／
追
従
し
寄
る
／
消
息
し
お
こ
す
／
化
粧
じ
暮
ら

す
／
化
粧
じ
添
ふ

　
（
擬
古
物
語
）�

立
ち
居
経
営
す
／
御
覧
じ
驚
く
／
御
覧
じ
放
つ
／
御
覧
じ
あ

ふ
／
御
覧
じ
お
こ
す
／
御
覧
じ
入
る
／
御
覧
じ
分
く
／
う
ち

御
覧
ず
／
御
覧
じ
廻
す
／
御
覧
じ
放
つ
／
御
覧
じ
通
す
／
御

覧
じ
初
む
／
御
覧
じ
わ
た
す
／
御
覧
じ
め
ぐ
ら
す
／
御
覧
じ

知
る
／
御
覧
じ
置
く
／
御
覧
じ
出
だ
す
／
御
覧
じ
出
づ
／
御

覧
じ
馴
る
／
御
覧
じ
過
ぐ
す
／
御
覧
じ
や
る
／
御
覧
じ
つ
く

／
御
覧
じ
あ
く
／
御
覧
じ
か
は
す
／
御
覧
じ
よ
ろ
こ
ば
す
／

御
覧
じ
落
と
す
／
御
覧
じ
後
見
す
／
御
覧
じ
上
ぐ
／
対
面
し

初
む

［
複
合
動
詞
に
接
頭
辞
が
つ
く
］

　
（『
源
氏
』） 　

�

う
ち
化
粧
じ
つ
く
ろ
ふ　

［
連
用
形
名
詞
］

　
（
擬
古
物
語
）
御
覧
じ
も
す
／
誦
経
し
に　

 
（
３
）
漢
語
動
詞
語
幹
と
名
詞
と
の
関
係

　
　
　
　

─
一
字
漢
語
動
詞
語
幹
と
二
字
漢
語
動
詞
語
幹
の
違
い
─

　
『
源
氏
』
に
も
擬
古
物
語
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
18
語
の
一
字
漢
語
動
詞
の

う
ち
、
漢
語
動
詞
語
幹
が
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
が
『
源
氏
』
に
も
擬
古

物
語
に
も
な
い
語
は
12
語
あ
り
、
約
６
割
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
一
字
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漢
語
動
詞
語
幹
が
名
詞
単
独
で
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
漢
語
動
詞
と

し
て
一
語
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
一
字
漢
語
動
詞
語

幹
が
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
が
『
源
氏
』
に
も
擬
古
物
語
に
も
あ
る
も
の

は
「
興
」
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
実
際
は
、「
興
あ
り
」
と
い
う
形
で
あ

り
、「
興
」
が
単
独
の
名
詞
で
使
わ
れ
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、『
源
氏
』
に

あ
り
擬
古
物
語
に
な
い
漢
語
動
詞
語
幹
は
「
具
・
封
・
臆
」
で
、『
源
氏
』
に

な
く
擬
古
物
語
に
あ
る
漢
語
動
詞
語
幹
は
「
念
・
信
」
で
あ
っ
た
。「
具
」
は
、

「
脇
息
な
ど
、
す
べ
て
そ
の
御
具
ど
も
」（
若
菜
上
）の
よ
う
に
「
調
度
」「
用
具
」

の
意
味
で
使
わ
れ
る
。「
具
す
」
は
、「
伴
う
」「
備
わ
る
」
等
の
意
味
な
の
で
、

「
具
す
」
の
漢
語
語
幹
「
具
」
は
、
先
に
挙
げ
た
調
度
を
意
味
す
る
「
具
」
と
は
、

直
接
に
は
関
係
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
具
す
」
の
漢
語
語

幹
の
「
具
」
が
単
独
で
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
も
実
際
に
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
封
」
も
、「
御
封
」
す
な
わ
ち
「
封
戸
」
の
こ
と
で
、

こ
れ
も
、
文
書
に
封
を
す
る
意
味
の
「
封
ず
」
の
語
幹
と
は
直
接
に
は
関
係
が

な
い
と
い
え
よ
う
。「
臆
」
は
、「
臆
た
か
き
」
と
い
う
形
容
詞
が
一
例
あ
る
の

み
で
あ
り
、
漢
語
語
幹
が
単
独
で
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
と
は
認
め
が
た

い
。

　

擬
古
物
語
の
「
念
」
は
、「
念
な
し
」
と
い
う
形
容
詞
の
使
用
例
の
み
で
あ

る
。「
念
な
し
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
初

出
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
金
刀
比
羅
本
保
元
物
語
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の

で
、
中
世
に
な
っ
て
か
ら
新
た
に
生
じ
た
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、

「
念
な
し
」
の
意
味
は
、「
残
念
だ
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、「
祈
る
」「
我
慢
す

る
」
と
い
う
意
味
の
「
念
ず
」
の
漢
語
動
詞
語
幹
「
念
」
と
は
、
直
接
に
は
関

係
が
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
信
」
は
、「
信
お
こ
る
」
の
よ
う
に
使
わ
れ
「
信

頼
が
生
じ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
信
用
す
る
」
と
い
う
意
味

の
「
信
ず
」
の
漢
語
動
詞
語
幹
「
信
」
と
の
意
味
的
な
関
り
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
「
信
」
を
除
け
ば
、
漢
語
動
詞
語
幹
が
単
独
で
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
例

は
、
無
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
字
漢
語
動
詞
は
、
漢
語
語
幹
と

「
す
」
が
一
体
と
な
っ
て
一
語
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
二
字
漢
語
動
詞
語
幹
は
、
例
え
ば
「
用
意
す
」「
消
息
す
」「
装
束
す
」

の
漢
語
動
詞
語
幹
で
あ
る
「
案
内
」「
消
息
」「
装
束
」
が
、
単
独
で
名
詞
と
し

て
使
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
二
字
漢
語
動
詞
語
幹
は
、
名
詞
と
し
て
の
性
質
を
有

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
名
詞
的
性
質
は
、
次
の
よ
う
に
、
二
字
漢
語

動
詞
が
修
飾
語
を
と
る
例
や
漢
語
動
詞
語
幹
と
「
す
」
と
の
間
に
助
詞
が
入
る

例
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�

ま
め
き
た
る
さ
ま
し
た
る
人
の
、
用
意
い
た
く
し
て
、
さ
す
が
に
乱
り
が
は

し
き
、（
④
138
頁
15
行
目
）

　

艶
な
る
歌
も
詠
ま
ず
、
気
色
ば
め
る
消
息
も
せ
で
、（
①
75
頁
９
行
目
）

　

�

数
珠
の
玉
の
装
束
し
た
る
、
や
が
て
そ
の
国
よ
り
入
れ
た
る
箱
の
唐
め
い
た

る
を
、（
①
21
頁
9
行
目
）

　

以
上
、
漢
語
動
詞
の
語
幹
が
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
一
字
漢
語
動
詞
語
幹
と
二
字
漢
語
動
詞
語
幹
と
で
は
、
違
い
が
存

す
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
た
だ
し
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
の
ど
ち
ら
も
、

一
字
漢
語
動
詞
語
幹
の
名
詞
と
し
て
使
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
二
字
漢
語

動
詞
語
幹
の
名
詞
と
し
て
使
用
は
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
、『
源
氏
』

と
擬
古
物
語
の
間
で
変
わ
り
は
無
か
っ
た
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
漢
語
動
詞
語
幹
の
形
態
的
側
面
を
中
心
に
述
べ
て
き
た

が
、『
源
氏
』
と
擬
古
文
の
間
で
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
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が
確
認
で
き
た
。

四　

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
に
つ
い
て
、
漢
語
動
詞
と
い
う
観
点
か

ら
、
語
の
種
類
や
使
用
数
、
語
幹
の
文
法
的
特
徴
と
い
っ
た
観
点
か
ら
比
較
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
分
か
っ
た
。

１　

語
の
種
類
に
つ
い
て

 

（
１
）『
源
氏
』
で
使
用
数
が
10
位
ま
で
の
一
字
漢
語
動
詞
は
、
擬
古
物
語
に

お
い
て
も
、
そ
の
10
語
中
８
語
が
上
位
10
位
の
中
に
入
る
。
こ
の
よ
う
に
『
源

氏
』
で
よ
く
使
わ
れ
る
語
は
擬
古
文
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

 

（
２
）
擬
古
物
語
の
使
用
数
10
位
ま
で
の
一
字
漢
語
動
詞
で
、『
源
氏
』
の
10

位
以
内
に
な
い
語
は
、「
興
ず
」「
案
ず
」「
損
ず
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
案
ず
」

「
損
ず
」
は
、『
源
氏
』
に
は
一
例
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
擬

古
物
語
で
は
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
源
氏
』
で
は
全
く
使
用
さ

れ
て
い
な
い
語
も
い
く
つ
か
存
す
る
が
、
全
体
的
に
は
、『
源
氏
』
と
擬
古
物

語
で
使
用
さ
れ
る
一
字
漢
語
動
詞
の
種
類
は
、
か
な
り
共
通
し
て
い
る
と
い
え

る
。

 

（
３
）『
源
氏
』
で
使
用
数
10
位
ま
で
の
二
字
漢
語
動
詞
に
つ
い
て
は
、
擬
古

物
語
の
上
位
10
位
ま
で
に
６
語
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
６
語
は
、「
御
覧
ず

（
源
氏
１
位
・
擬
古
１
位
）、「
対
面
す
（
源
氏
２
位
・
擬
古
２
位
）、「
用
意
す
（
源

氏
３
位
・
擬
古
３
位
）」「
供
養
ず
（
源
氏
３
位
・
擬
古
３
位
）」「
消
息
す
（
源

氏
６
位
・
擬
古
７
位
）」「
案
内
す
（
源
氏
10
位
・
擬
古
６
位
）
で
、
順
位
も
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
残
り
の
５
語
も
擬
古
物
語
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

二
字
漢
語
動
詞
の
種
類
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
擬
古
物
語
に

使
用
さ
れ
る
二
字
漢
語
動
詞
の
な
か
に
は
、『
源
氏
』
以
後
に
成
立
し
た
語
が

含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

 

（
４
）『
源
氏
』
と
擬
古
物
語
で
、
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

両
者
の
間
で
違
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
な
か
に
は
「
調
ず
」
な

ど
の
よ
う
に
、
意
味
の
拡
大
や
縮
小
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
語

も
認
め
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、『
源
氏
』
を
踏
襲
し
た
と
い
わ
れ
る
擬
古
物
語
に
お
い
て
、
漢

語
動
詞
の
使
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。

結
果
と
し
て
は
、
擬
古
物
語
の
漢
語
動
詞
は
『
源
氏
』
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い

う
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
念
ず
」「
奏
す
」「
屈
す
」「
怨
ず
」
等
、『
源
氏
』
で
使
用
数
の
上
位
に
あ

る
語
は
、
擬
古
物
語
で
も
、
使
用
数
が
上
位
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
語

は
、
和
漢
混
交
文
で
の
使
用
数
は
多
く
な
い
。
特
に
「
怨
ず
」「
屈
す
」（
意
気

消
沈
す
る
と
い
う
意
味
）「
念
ず
」（
が
ま
ん
す
る
と
い
う
意
味
）な
ど
の
語
は
、

平
安
時
代
和
文
特
有
語
の
性
質
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
語
は
、
擬
古
物
語
で

は
、『
源
氏
』
を
踏
襲
し
て
は
い
る
も
の
の
、
か
ろ
う
じ
て
残
存
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、「
念
ず
」「
奏
す
」「
誦
す
」
な
ど
一
字
漢
語
動
詞

の
多
く
は
、「
念
仏
す
」「
奏
上
す
」「
奏
聞
す
」「
念
誦
す
」「
読
誦
す
」
と
い
っ

た
二
字
漢
語
動
詞
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
一
字
漢
語
動
詞
「
念
ず
」「
奏
す
」「
誦
す
」
の
使
用
数
が
減
少
し
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
一
字
漢
語
動
詞
の
二
字
漢
語
動
詞

化
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
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１�

齊
藤
由
衣
子　
「
擬
古
物
語
文
体
の
特
徴　

下
二
段
「
た
ま
ふ
」
と
四
段
「
た

ま
ふ
」
の
混
乱
」（『
奈
良
教
育
大
学
国
文　

研
究
と
教
育
』
20
号　

１
９
９

７
）

２�

古
典
語
の
漢
語
動
詞
の
漢
語
部
分
を
語
基
と
す
る
か
語
幹
と
す
る
か
は
、
各

論
文
も
不
統
一
で
あ
る
。
一
字
漢
語
動
詞
と
二
字
漢
語
動
詞
で
は
サ
変
動
詞

と
の
結
合
度
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
二
字
以
上
の
漢
語
動

詞
は
サ
変
動
詞
と
の
複
合
語
と
し
て
語
基
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
一
字

漢
語
動
詞
は
、
結
合
度
が
強
い
の
で
、
動
詞
の
内
部
と
考
え
て
語
幹
と
活
用

語
尾
の
考
え
方
が
適
用
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
「
愛
す
」
に
つ

い
て
は
、「
愛
」
単
独
で
の
使
用
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
愛
す
」
の
「
愛
」

を
語
幹
と
し
、「
す
」
を
活
用
語
尾
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
態
論
的
に

は
、「
愛
」
を
語
基
と
し
、「
す
」
を
接
辞
と
し
、
派
生
語
に
分
類
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
対
面
す
」
は
、「
対
面
な
ど
す
」
の
よ
う

に
間
に
助
詞
が
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
「
対
面
」
は
名
詞
で
「
す
」
は
動

詞
と
い
う
構
成
（
語
基
＋
語
基
）
の
複
合
語
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
典
語
の
場
合
、
一
字
漢
語
動
詞
と
二
字
漢
語
動
詞
の
間
に

は
、
形
態
上
、
違
い
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
、
本
来
な
ら
一
字
の
場
合
は
語

幹
、
二
字
以
上
の
場
合
は
語
基
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は
、

便
宜
的
な
措
置
と
し
て
、
漢
字
漢
語
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
語
幹
と
い
う
用

語
で
統
一
す
る
こ
と
と
す
る
。

３�

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
用
例
の
検
索
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』（
池
田
亀
鑑

編
著　

中
央
公
論
社　

一
九
五
三
）
を
使
用
し
た
。

４�

用
例
は
、『
中
世
王
朝
物
語
全
集
』（
笠
間
書
院
）
よ
り
検
索
し
た
。
検
索
方

法
は
、
筆
者
が
上
記
の
本
を
読
み
進
め
な
が
ら
漢
語
動
詞
を
拾
い
上
げ
て

い
っ
た
。
な
お
、
対
象
作
品
は
、「
あ
き
ぎ
り
」「
あ
さ
ぢ
が
露
」「
石
清
水

物
語
」「
海
人
刈
藻
」「
い
は
で
し
の
ぶ
」「
木
幡
の
時
雨
」「
風
に
つ
れ
な
き
」

「
苔
の
衣
」
で
あ
る
。

５�

『
九
本
対
照
竹
取
物
語
語
彙
索
引
』（
上
坂
信
男
編　

昭
和
55
年　

笠
間
書
店
）

に
よ
っ
て
、「
あ
ん
ず
」
が
１
例
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、「
案
す
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
内
閣
文
庫
本
だ
け
で
、
他
は
「
あ
ん
す
」「
あ

む
す
」「
安
す
」
と
い
う
表
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
内
閣
文
庫
本
の
表
記

を
取
り
、「
案
す
」
の
例
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
た
。

６�

『
日
本
国
語
大
辞
典�

第
二
版
』
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編　

小
学
館　

２

０
０
０
年
）

７�

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用

し
て
検
索
し
た
。（
２
０
２
１
年
８
月
20
日
か
ら
数
回
に
わ
た
り
検
索
）

https://w
w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/

８�

『
源
氏
』
の
用
例
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

９　

拙
稿
「
宇
津
保
物
語
に
お
け
る
「
奏
す
」「
啓
す
」
の
特
殊
用
法
（
１
）
─

「
奏
す
」
と
「
申
す
」
の
意
味
的
関
係
─
」（『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』

22
号　

２
０
１
２
年
）、「『
宇
津
保
物
語
』
に
お
け
る
「
奏
す
」「
啓
す
」
の

特
殊
用
法
（
２
）
─
「
奏
す
」
と
「
申
す
」
の
意
味
的
関
係
─
」（『
広
島
女

学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
43
号　

２
０
１
３
年
）

10

『
落
窪
物
語
索
引
』（
松
尾
聡　

他
編　

明
治
書
院　

昭
和
42
年
）
に
よ
る
。

11

『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』（
境
田
四
郎
監
修　

清
文
堂
出
版　

昭
和
50
年
）

に
よ
る
。

12

『
栄
花
物
語　

本
文
と
索
引　

自
立
語
語
彙
索
引
篇
』（
高
知
大
学
人
文
学

部
国
語
史
研
究
会
編　

武
蔵
野
書
院　

昭
和
60
年
）
に
よ
る
。

13

『
今
昔
物
語
集　

漢
字
索
引
』（
馬
淵
和
夫
監
修　

笠
間
書
院　

昭
和
59
年
）
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に
よ
る
。

14

『
平
家
物
語
総
索
引
』（
復
刻
版
）（
笠
栄
治
編　

牧
野
出
版　

平
成
10
年
）

に
よ
る
。

15

『
校
本
枕
草
子　

総
索
引
』（
田
中
重
太
郎　

編　

古
典
文
庫　

昭
和
44
年
）

に
よ
る
。

16　

使
用
数
の
検
索
は
、『
狂
言
六
義
総
索
引
』（
小
林
賢
次　

代
表
編
者　

勉

誠
出
版　

２
０
０
５
年
）
に
よ
る
。

【
追
悼
の
辞
】

　

関
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
筆
者
は
、
大
学
卒
業

以
来
、
ず
っ
と
平
安
時
代
和
文
の
漢
語
動
詞
を
テ
ー
マ
に
考
察
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
の
授
業
で
先
生
が
ふ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
平
安
時
代
和

文
の
『
啓
す
』
は
日
常
会
話
語
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
お
言
葉
が
ず
っ

と
心
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
私
を
研
究
の
道
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た

恩
師
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
ゆ
の
き
・
や
す
し
）
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